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第
１
号
被
保
険
者（
65
歳
以
上
の
人
）の
介
護
保
険
料
が
変
わ
り
ま
す

　

平
成
21
年
度
か
ら
23
年
度
ま
で
の
保
険
料
は
、
上
三
川
町
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
に

基
づ
き
、
左
記
の
よ
う
に
改
定
し
ま
し
た
。

①　

平
成
21
年
度
介
護
保
険
報
酬
改
定
（
プ
ラ
ス
３
％
）
に
伴
う
保
険
料
の
上
昇
分
に
つ
い
て
、
平
成
21
年
度

は
改
定
に
よ
る
上
昇
分
の
全
額
が
、
平
成
22
年
度
は
改
定
に
よ
る
上
昇
分
の
半
額
が
軽
減
さ
れ
て
い
ま
す
。

②　

第
３
期
に
お
け
る
激
変
緩
和
措
置
を
踏
ま
え
第
４
段
階
で
は
、
公
的
年
金
等
収
入
金
額
及
び
合
計
所
得
金

額
の
合
計
が
80
万
円
以
下
の
方
に
つ
い
て
は
軽
減
し
ま
す
。

第１段階

第２段階

第３段階

段　階 対象者 負担割合
保険料（年額）

23,600円

23,600円

35,400円

47,200円

42,500円

53,300円

59,000円

70,800円

23,200円

23,200円

34,900円

46,500円

41,800円

52,500円

58,100円

69,700円

24,000円

24,000円

35,900円

47,900円

43,100円

54,100円

59,900円

71,900円

21年度 22年度 23年度

第５段階

第６段階

第７段階

第４段階

（基準額）

基準額
×0.50

基準額
×0.50

基準額
×0.75

基準額
×1.00

基準額
×0.90

基準額
×1.13

基準額
×1.25

基準額
×1.50

生活保護の受給者

世帯全員が住民税非課税で老齢福祉年金を

受けている方

世帯全員が住民税非課税で前年の年金収入

額及び合計所得金額の合計金額が80万円以

下の方

世帯全員が住民税非課税で第２段階以外の

方

世帯の誰かに住民税が課税されているが、

本人は住民税非課税の方

世帯の誰かに住民税が課税されているが、本

人が住民税非課税で、前年の年金収入金額及

び合計所得金額の合計が80万円以下の方

本人が住民税課税で前年の合計所得金額が

125万円未満の方

本人が住民税課税で前年の合計所得金額が

125万円以上200万円未満の方

本人が住民税課税で前年の合計所得金額が

200万円以上の方

全額を国が負担

半額を国が負担

①のイメージ

改定による

増加分

自然増分を

含む保険料

国の負担分

特別対策に

伴う保険料

（月額平均）

の変動

平成20年度 平成21年４月 平成22年４月 平成23年４月 平成24年４月

平成20年度個人情報保護制度実施状況 平成20年度　情報公開実施状況

　上三川町個人情報保護条例に基づく平成20年度

（平成20年４月１日～平成21年３月31日）の開示

等請求は次のとおりです。

①個人情報取扱事務登録件数　448件（台帳）

②個人情報開示請求の状況

※請求はすべて町長部局です。

③訂正・削除・目的外利用及び外部提供の中止の

請求件数　０件

④個人情報に関する苦情の申出件数　０件

　上三川町情報公開条例に基づく平成20年度（平

成20年４月１日～平成21年３月31日）の請求内容

等は下表のとおりです。

※請求は町長部局10件、水道事業２件です。

▼問い合わせ先＝総務課　自治行政係

　　　　　　　　☎�９１１６

開示請求

件数

1

不服

申立て

0

対象情報

1

決定内容

不
存
在

不
開
示

部
分
開
示

開
示

１０００

請求件数

12

不服

申立て

0

対象行政

情　　報

12

決定内容

不
存
在

非
公
開

部
分
公
開

公
開

０２５５

▼
問
い
合
わ
せ
先
＝

　

保
険
課　

介
護
保
険
係

　

☎
�
９
１
０
２
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入
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公
的
年
金
の
加
入

公
的
年
金
の
加
入

国
民
年
金

　

日
本
国
内
に
居
住
し
て
い
る
20

歳
か
ら
60
歳
ま
で
の
す
べ
て
の
人

は
、
公
的
年
金
に
加
入
し
ま
す

　

国
民
年
金
は
す
べ
て
の
公
的
年

金
の
基
礎
と
な
る
も
の
で
す
。
日

本
国
内
に
お
住
ま
い
の
20
歳
か
ら

60
歳
ま
で
の
人
は
、
公
的
年
金
に

加
入
す
る
こ
と
が
法
律
で
義
務
づ

け
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

加
入
者
は
職
業
な
ど
に
よ
っ
て

３
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
ら
れ
て

お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
加
入
手
続
き
や

保
険
料
の
納
付
方
法
が
違
い
ま

す
。
結
婚
や
就
職
、
転
職
な
ど
で

加
入
す
る
グ
ル
ー
プ
が
変
わ
っ
た

と
き
は
、
２
週
間
以
内
に
手
続
き

を
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

●
国
民
年
金
は
、
20
歳
か
ら
60
歳
ま

で
加
入
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
希
望
す
れ
ば
65
歳
ま
で
の
間
、

任
意
加
入
で
き
ま
す
。

　

60
歳
ま
で
に
25
年
の
受
給
資
格
期

間
を
満
た
し
て
お
ら
ず
老
齢
基
礎
年

金
の
受
給
資
格
が
な
い
人
は
、
任
意

加
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、
受
給
資
格

を
得
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
が
あ

り
、
ま
た
、
40
年
（
480
月
）
の
納
付
済

期
間
が
な
い
た
め
老
齢
基
礎
年
金
を

満
額
受
け
取
れ
な
い
場
合
は
、
受
給

額
を
満
額
も
し
く
は
満
額
に
近
づ
け

る
こ
と
も
で
き
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
宇
都
宮
西
社
会
保
険
事
務
室
又
は

保
険
課
国
保
年
金
係
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先
＝

　

宇
都
宮
西
社
会
保
険
事
務
室

　

☎
０
２
８
（
６
２
２
）
４
２
２
２

　

保
険
課　

国
保
年
金
係

　

☎
�
９
１
３
４

会社員

第２号

（厚生年金）

●
例
え
ば
…

太
郎
さ
ん
、
花
子
さ
ん
ご
夫
婦
が
、
20
歳

か
ら
60
歳
ま
で
加
入
す
る
年
金
は
？

■
太
郎
さ
ん

20
歳
に
到
達

学
生
な
の
で
国
民
年
金
（
第
１
号
被
保
険

者
）
に
加
入

22
歳
で
就
職

会
社
員
に
な
り
厚
生
年
金
（
第
２
号
被
保

険
者
）
に
加
入

45
歳
で
転
職
の
た
め
退
職

次
の
会
社
に
就
職
す
る
ま
で
は
国
民
年
金

（
第
１
号
被
保
険
者
）
に
加
入

58
歳
で
退
職

退
職
後
も
60
歳
ま
で
は
国
民
年
金
（
第
３

号
被
保
険
者
）
に
加
入

■
花
子
さ
ん

20
歳
に
到
達

20
歳
到
達
時
は
す
で
に
会
社
員
で
厚
生
年

金
（
第
２
号
被
保
険
者
）
に
加
入

29
歳
で
結
婚
・
退
職

夫
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
間
は
国
民
年
金

（
第
３
号
被
保
険
者
）
に
加
入

45
歳
で
夫
が
退
職

国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
に
変
更

夫
が
再
就
職

国
民
年
金
第
３
号
被
保
険
者
に
変
更

夫
が
58
歳
で
退
職

60
歳
ま
で
は
国
民
年
金
（
第
１
号
被
保
険

者
）
に
加
入

学生 無職

第１号

（国民年金）

無職

第１号

（国民年金）

第１号

（国民年金）

会社員

第２号

（厚生年金）

20歳 22歳（就職） 45歳（転職） 58歳（退職） 60歳

会社員

第２号

（厚生年金）

会社員

第１号

（国民年金）

専業主婦

第１号

（国民年金）

第３号

（国民年金）

第３号

（国民年金）

20歳 29歳（結婚） 60歳

太郎さん

（夫）

花子さん

（妻）

第１号

第２号

第３号

保険料の納付は？加入の届出は？どんな人が？

無職・自営業者等

会社員・公務員等

専業主婦等

ご自身で役場へ届出

勤務先が届出

配偶者（第２号）

ご自身で納付

勤務先で納付

なし（配偶者の制度が負担）
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